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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成25年4月11日(2013.4.11)

【公開番号】特開2011-212289(P2011-212289A)
【公開日】平成23年10月27日(2011.10.27)
【年通号数】公開・登録公報2011-043
【出願番号】特願2010-84215(P2010-84215)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｆ  13/496    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ４１Ｂ  13/02    　　　Ｕ

【手続補正書】
【提出日】平成25年2月27日(2013.2.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本発明の実施態様の一つとして、前記クロッチ本体が前記クロッチ域から前記前後ウエ
スト域へ延びる一対のサイド弾性部を有し、前記着用物品の着用状態において、前記弾性
ウエストパネルがウエスト回り方向に伸長されることによって、前記一対のサイド弾性部
どうしの離間寸法が大きくなる。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　本発明の他の実施態様の一つとして、前記分離部位が、前記縦方向へ延びるスリットで
ある。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
　前ウエストパネル１６は、肌対向面に位置する第１内面シート２５と、非肌対向面に位
置する第１外面シート２６とを有する。第１内面シート２５と第１外面シート２６とは、
質量が１５～３０ｇ／ｍ２の不透液性のＳＭＳ（スパンボンド・メルトブローン・スパン
ボンド）繊維不織布またはスパンボンド繊維不織布、若しくは、プラスチックシートやそ
れらのラミネートシートから形成されている。両シート２５，２６は、少なくともいずれ
か一方のシートの内面に塗布されたホットメルト接着剤（図示せず）を介して接合されて
いる。また、第１内面シート２５と第１外面シート２６との間には、横方向Ｘに延びる複
数条のストランド状又はストリング状からなる前ウエスト弾性要素２７が、ホットメルト
接着剤（図示せず）を介して横方向Ｘにおいて収縮可能に配設されており、前ウエストパ
ネル１６は、少なくとも横方向Ｘにおいて弾性化されている。なお、第１内面シート２５
と第１外面シート２６とは、前ウエスト弾性要素２７を構成する各弾性要素に塗布したホ
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ットメルト接着剤を介してのみ互いに接合されていてもよい。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２３】
　後ウエストパネル１７は、肌対向面に位置する第２内面シート２９と、非肌対向面に位
置する第２外面シート３０とを有する。第２内面シート２９と第２外面シート３０とは、
質量が１０～３０ｇ／ｍ２の不透液性のＳＭＳ繊維不織布またはスパンボンド繊維不織布
、若しくは、プラスチックシートやそれらのラミネートシートから形成されている。両シ
ート２９，３０は、少なくともいずれか一方のシートの内面に塗布されたホットメルト接
着剤（図示せず）を介して接合されている。また、第２内面シート２９と第２外面シート
３０との間には、横方向Ｘに延びる複数条のストランド状又はストリング状からなる後ウ
エスト弾性要素３１が、ホットメルト接着剤（図示せず）を介して横方向Ｘにおいて収縮
可能に配設されており、後ウエストパネル１７は、少なくとも横方向Ｘにおいて弾性化さ
れている。なお、第２内面シート２９と第２外面シート３０とは、後ウエスト弾性要素３
１を構成する各弾性要素に塗布したホットメルト接着剤を介してのみ互いに接合されてい
てもよい。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２４】
　クロッチ本体１２は、略矩形状であって、前ウエストパネル１６の非肌対向面に取り付
けられた前端部３５と、後ウエストパネル１７の非肌対向面に取り付けられた後端部３６
と、前後端部３５，３６間において縦方向Ｙへ延びる中間部３７と、不透液性の内外面ク
ロッチシート３８，３９と、内面クロッチシート３８の肌対向面に配置された吸液性構造
体４０とを有する。内外面クロッチシート３８，３９は、両シート３８，３９のうちのい
ずれか一方のシートの内面に塗布されたホットメルト接着剤（図示せず）を介して互いに
接合されており、それらの両側部は、内方へ折り曲げられ、吸液性構造体４０の内面にお
いて縦方向Ｙへ延びる一対のサイド弾性部４１が形成されている。吸液性構造体４０は、
高吸収性ポリマー粒子とフラッフパルプとの混合または高吸収性ポリマー粒子のみから形
成された、前記各シートに比して剛性が高い半剛性の吸収性コアを透液性シートで被包す
ることによって形成されている。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３０】
　図５（ａ）に示すとおり、後ウエストパネル１７は、横方向Ｘへ延びる複数条の後ウエ
スト弾性要素３１が収縮可能に配設されているので、横方向Ｘに弾性化されている。図５
（ｂ）に示すとおり、おむつ１０の着用状態において、弾性ウエストパネル１１がウエス
ト回り方向に伸長されたとき、すなわち、後ウエストパネル１７が横方向Ｘに伸長された
状態では、後ウエストパネル１７の両側縁はサイドシール部２０によって固定されている
ので、サイドシール部２０と分離部位１９との間に位置する後ウエスト弾性要素３１が伸
長されることによって、分離部位１９が横方向Ｘへ広がって略三角形状の開口が形成され
る。なお、図示してないが、分離部位１９の両側において横方向Ｘに延びる複数条の後ウ
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エスト弾性要素３１は、分離部位１９近傍において固定せず、該非固定要素を切断してカ
ットバックさせることによって配設してもよい。
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